



































 ヨーハン・ヨーアヒム・ヴィンケルマン （Johann Joachim Winckelmann, 1717–68） が
1755年に発表した『絵画および彫刻におけるギリシア美術の模倣に関する考察』









な っ た。 そ の 後 彼 は ロ ー マ に 活 動 の 場 所 を 移 し， ア ル バ ー ニ 枢 機 卿 （Kardinal 
Alessandoro Albani, 1692–1779） らの保護を受けて古代研究に専念することになる。そ
して彼は当時発掘が進められていたヘルクラネウムの遺跡に関する報告書を作成するほ
か，その他の著作活動でもその名をさらに高め，ドイツ語の著作としては『古代美術史』





























ルフ （Christian Wolff, 1679–1754） やアレクサンダー・ゴットリープ・バウムガルテン 
（Alexander Gottlieb Baumgarten, 1714–1762） ら高名な学者がいたが，その実態はプロ
イセンの官吏養成校であり，例外としてヨーハン・ハインリヒ・シュルツェ （Johann 










家庭教師を経験したランプレヒト家では，彼はベール （Pierre Bayle, 1647–1706） の『歴

































































る考察についての公開書簡』 （Sendschreiben über die Gedanken von der Nachahmung 
der griechischen Werke in der Malerey und Bildhauerkunst, 以下，『公開書簡』と略記
する） で，これは『ギリシア美術模倣論』に対する匿名の反論という形をとっている。
そしてもう一つは，『絵画および彫刻におけるギリシア美術の模倣に関する考察について
の解説：考察についての公開書簡に対する回答』 （Erläuterung der Gedanken von der 
Nachahmung der griechischen Werke in der Malerey und Bildhauerkunst; und 































































していた。たとえば，フランスのラ・ブリュイエール （Jean de la Bruyère, 1645–1696） 






ル （Roger de Piles, 1635–1709），アンドレ・フェリビアン （Andre Félibien, 1619–1695）
らの著作，イギリスのジョナサン・リチャードソン （Jonathan Richardson, ca. 1664–
1745） らの著作に使用例が見られるという43。
 ゴットフリート・バウムエッカー （Gottfried Baumecker） は，ヴィンケルマンが残した
上述の抜書き帳を丹念に調査研究し，その成果を『ドレスデン時代の著作におけるヴィン
ケルマン』 （Winckelmann in seiner Dresdner Schriften, Berlin 1933.） という本にまとめ
ている。この本のなかでバウムエッカーは，フランスの批評家としてフェリビアンの「古
代の肢体の単純さ」 （simplicité de membres des antiques） やド・ピールの「とりわけ偉
大な単純さ」 （Sourtout une grande simplicité） といった表現が抜書き帳に記録されている
こと44，さらにはイギリスの批評家としてリチャードソンの名を挙げ，彼の「真の偉大さ





 さらにヴォルフガング・シュタムラー （Wolfgang Stammler） によれば，すでに1736年
に ゴ ッ ト シ ェ ー ト （Johann Christoph Gottsched, 1700–1766） は『 弁 論 術 詳 細 』
（Ausführliche Redekunst, 1736）のなかで「高貴な単純に近づけば近づくほど，その弁論
はより美しくなる」として「高貴な単純」 （edle Einfalt） という表現を使っていた47，また

















































































 ヴィンケルマンは『古代美術史』により，それまで支配的だったヴァザーリ （Giorgio 
Vasari， 1511–1574） による『芸術家列伝』 （1550, 68） のような，芸術家を中心にして，
歴史的発展よりも芸術家の個性を重視し，個別の作品を対象とする記述方式に代わる新しい
方針を示している。生涯続いたこのような試みを，後年彼は『古代美術の歴史への注釈の序












































たフリードリヒ・ニコライ （Friedrich Nicolai, 1733–1811） は1757年に，造形芸術につ
いてのドイツ最初の雑誌であり，当時最も広範な読者を持っていた雑誌の一つである『文




























だった美術の趣味 （バロック・ロココ） を否定して，新しい趣味 （「良き趣味」） を主張する
こと，つまりこれが「美の領域を広げる」ということだった。





















































































Winckelmann, Johann Joachim: Kleine Schriften, Vorreden, Entwürfe. Zweite Auflage. 
herausgegeben von Walther Rehm, Berlin (Walter de Gruyter) 2002. を使用，以下KSと略記する。
また書簡集として，Winckelmann, Johann Joachim: Briefe I–IV. In Verbindung mit Hans Diepolder 
herausgegeben von Walther Rehm, Berlin (Walter de Gruyter) 1952–1957. を使用， 以下Br. I–IVと
略記し，［　］内に宛名と日付を記した。
 2 Mann, Thomas: Gesammelte Werke in 13 Bänden. Band 9, Frankfurt a. M. 1990, S. 188.






Br. I, S. 176. [an Berendis, 4.6.1755.]
 5 Justi, Carl: Winckelmann und seine Zeitgenossen. Band I, Hildesheim 1983 (Nachdruck der 
Ausgabe Leipzig 1943.), S. 472.
 6 ebd., S. 472ff.
 7 Schulz, Arthur: Winckelmann und seine Welt, Berlin (Akademie Verlag) 1962, S. 60.
 8 ヴェントゥーリ，リオネロ［辻茂訳］：美術批評史　第二版，みすず書房 1971，154ページ。
 9 この章および以下の章におけるヴィンケルマンの伝記的記述に関して，上述のJusti, Carl: 
Winckelmann und seine Zeitgenossen. Band I–II, Hildesheim 1983 (Nachdruck der Ausgabe 





10 Schulz, a.a.O., S. 11.
11 厳密には，ベルリン郊外のシュプレー川沿いのケルン （Cölln） である。










貨幣とメダルに関して重要なものに注意を払うべきこと』 （Der geöfnete adeliche Ritterplatz, worin 
die vornehmsten ritterlichen Wissenschaften und Übungen, sonderlich was bei der Fortifikation, 
Civilbaukunst, Schiffahrth, Reitkunst, Jägerey, antiken und modernen Münzen und Medaillen 
Merkwürdiges zu beachten.  Hamburg 1700 in drei Bänden.） という題名の，一種のガイドブック
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Spiess) 1986, S. 53.
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しの間，美への認識に到達しようと心から望んでいたし，ホメロスから引用した比喩をとなえていま





す。」Br. I, S. 91. [an Uden, 31.8.1749.]
18 Justi, a.a.O., S. 308.
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von der Fähigkeit der Empfindung des Schönen in der Kunst, und dem Unterrichte in derselben, 
1763） のなかで，「優秀な作品はまるで詰込まれたニシンのように板小屋の中に放置されていてよく
見えなかったから，私は最もすぐれた美については語ることができない。ただ数点のみが都合よく見
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